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2000年 3月 27日 に第 2回大会開催を決定

研究ファイル、セ ミナー報告の刊行を開始

本協議会の会則で隔年開催と定められている全国大会(研究報告会と会員総会 )は 、すで

に 3月 の理事会における検討とアンケー ト調査を参考に、会員各位の意見を汲むかたちで、

年度末にはなるが、来る2000年 3月 27日 (月 )に 1洋||ILす ることとなった。詳細な案内

は 1月 下旬送付の予定であるが、概略を下記にかかげるので、奮 ってご参集いただきたい。

【開催要項】

日時と場所  2000年 3月 27日 (月 )日 本大学文理学部 (所在地 :東京都世田谷区 )

日程 9:30開会式  9:40～ 12:00研 究報告 (1、 2) 12:00～ 13:20昼食休憩・理事会

13:20～ 14:30研究報告(3) 14:30～ 15:30会 員総会  15:30～ 17:00懇親会

研究報告 (1～ 3)は 委嘱講師 3氏 による報告及び質疑 とし、今回は研究発表の公募は しない。

講師には輿水優 (日 本大学 )、 孫玄齢 (東京外国語大学 )、 渡邊1青 夫 (國 學院大学 )の 3氏 を予

定 している。それぞれ、これまでのセ ミナーの成果をメ、まえ、中国語教育に関する具体的

な問題提起や、建設的な提案、資料の配布等をお願いすることになっている。

なお、若干の大会参加費を微収する予定。宿舎等の必要な方は各自でご用意 ください。

懸案となっていた研究ファイルとセ ミナー報告がようや く刊行の運びとなった。はじめ、

「研究論集」公刊に向けて会員から原稿を公募 していたが、本会の現状では、審査か ら印刷

まで、なお多 くの問題があって解決に時間が必要なため、会報前号でもお知 らせ した

'こ

り、

当面は会報 (ニ ューズレター)に 添付する形式の「研究ファイル」を不定期に発行するととも

に、月例セ ミナーと夏季セ ミナーの講師に依頼 して、全会員向けの「セ ミナー報告」を順次

執筆 していただ くことにした。早 くから原稿を送付された会員には、この間の遅延により

ご迷惑をおかけした点、事務局か らおわびを中 し上げる。上記の大会案内送付の際、研究

ファイルM/(藤 井玲子会員 )、 同 阻′

(岩城英規会員 )、 同Lθ (岩本真理会員 )、

セ ミナー報告L/(山 田員一会員 :基礎

段階における語彙ガイ ドライ ン策定の試

み )の 4点 をお届けする予定である。

事務局のご案内

156-8550東 京都世田谷区桜上水3-25-40

日本大学文理学部中国文学研究室内

全国中国語教育協議会

郵便振替口座 00120-0-364168
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99年度月例セ ミナー 0夏季セ ミナー報告

中国語教員の研修会開催は、本協議会の、日下のところは最重点の活動となっている。

99年度は月例セ ミナー、夏季セ ミナーともようやく軌j菫 に乗り、とくに参加者か ら事前に

質問表兼意見表を提出していただき、講師の報告に反映 させることとし、一方通行になら

ない方策を講 じ、それなりの成果があったものと思 う。今後はさらにこの方式を効果的に

活用できるように努力したい。次の課題として、参加者の増加をはかること、研修内容の

体系化と充実をはかること等がある。具体的には、東京以外での開催、多方面からの講師

委嘱、研修テーマの公募等を考慮 している。会場については、月例セ ミナーをひきつづき

艘国際文化フォーラι、のご好意により交j重 至便の会議室を借用 し、夏季セ ミナーは休暇中

の大学施設を使用することになる。以下に99年度セ ミナーの概要をまとめる。

月  日 研修テーマと講師 (敬称略 ) 参加者勢

4月 10日 (土 ) 入門段階の発音教育    東京外国語大学 孫玄齢 18

5月  8日 (土 ) 初級段階の文法教育    東京外国語大学 依藤醇 13

6月 2日 (土 ) 中国語教科書の作 り方    日本大学    輿水優 37

7月 10日 (土 ) 中国語学力判定法〔練習問題編〕  明治大学 武信彰

同 上  〔試験問題編〕  日本大学 輿水優

22

7月 30日 (金 )

夏季セ ミナー

私の中国語教授法     東京外国語大学 平井和之

広島修道大学  郭春責

日本大学    輿水優

17

10月  9日 (土 ) 朗読のポイ ント(読 み方実習)東京外国語大学 孫玄齢 7

H月 13日 (土 ) ガイ ドラインの設定に向けて 日本大学    輿水優 24

12月 11日 (土 ) 中級段階の中国語教育   東京外国語大学 小林二男 17

※例年、秋は各所で諸行事があるためか、参加者が減少するが、今年は10月 に「朗読実習」

を企画 し、テープ添削を含めた研修を実施 したところ、参加者少数で残念に感 じた。

[99年度セ

収入

支出

ミナー会計報告 ]

参加費(事務費とも)

講師謝金

講師旅費

lT務 局 iお 雑費

パイ ト謝金

合計

393,000(円 )*参 加費@2,000、 申込 1回 毎に事務費+500

280,000  *180分 超は30,000、 未満は20,000

40,000  *東京～広島 1名

55,458  *打合せ諸費、夏季セ ミナー飲食物含む

5,000  *夏 季セ ミナー手伝い

差し引き残金 12,452(円 )*繰 り越 し

′ ′

380,458
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99夏季セミナーの記録

私の中国語教授法 〔ネヰれた〕 要旨

発音については、参加者を学生に見立て

て実際に授業をする形態をとって話をすす

める。例えば有気音の音に移る前の気息、の

意識的な取 り入れ方や、一n/― ngの鼻孔に流

れる気流の意識のさせ方等、安易に日本語

との対比をさせず、豊富な専門知識を背景

にした授業法は、教える側 としてみれば随

所に新 しい発見があり刺激的で、受ける側

としてみると平易でわか りやすい。文法に

ついては自著の文法中心の教科書を基に工

夫点について報告。

私の中国語教授法 〔典イ4イ`l〕 要旨

島田]1't(東京外国語大学 )

は発音 。
:て 法・読解の 3編 に分かれており、

それぞれ 11対応 した授業方法をとる。特に

発音編で凛ひたすら読ませる工夫をす奪車 、

など尊手 卜J級の教師にとって、 うまくでき

ずについ ,そ法を語 って しまいがちなところ

等たいへ′t参考になった。

私の中匡|!:li教 授法 〔1,本 ナ〕 要旨

LL教 室を有効に利用 した会話中心の授

業法を紹 介した。学生の発音を一緒に録音

することで、学生自身の学習意欲を高め、

負担にな
`ち
ない程度でも毎回暗唱、練習問

題、予復 11を 宿題にし、発表の場を設ける

ことで文 1ヽの 定着を図る。講師の自著の教

自著の教科書を使っての報告。どのよう  科書は簡 iキ:で 、書き込み用の余白を多 く取

な意図で書かれているのかを明 らかにしな  っていて、学生に威圧感を抱かせない。教

が ら、実際に授業する場合の時間配分、小  師自身が :Lず 自分の授業を尊重 し楽 しむこ

テス ト、朗読の方法から宿題、学生に対す  とが大りjご 二いう提言からは、活気ある授業

るフォローまでこまか く披露する。 この本  風景が浮かんでくる。

※毎回のセミナーにおける研修内容は、今後できるだけ「セミナー報告」として刊行 し

た り、会報に要旨を掲載することにいたします※

|′全国中国語教育協議会 会報・研究ファイル 原稿募集′

会員各位の積極的な投稿をお願いいた します。執筆り:領 は下記の通 りです。

会報掲載原稿 ①教室での工夫 。授業のアイデア ②教学実践記録 (教案等 も含む

③国内外の中国語教育・研究関係学会・研究会・ シンポジウム紹介 ④私の読んだ

(外国語教育の分野で、紹介・書評とも)⑤ その 1せ 1、 会報に
=、

さわしい内容の原稿。

1編 1千字以内。ワープロ使用を原則とし、手書きt')場合は400字 詰め原稿用紙使用

締切りは特に設けない。採否は事務局一 lI_‐ とし、随時掲載。原稿は返幻lし ない。

研究ファイル掲載原稿  「研究論集」公刊には、馬i lli審 査か ら印刷まで種 々の問題

未解決のため、当面は会報 (ニ ューズレター)に 添付 す
‐
る形式の「研究ファイル」を不貸

期に発行の予定です。投稿希望の方は、まずその旨 t事務局にお申し出ください。

F′卜国言吾教育協議会 r_― コーズンターノ率■3ゲ ′ ′



会費納入のお願い

本会の経費は年度会費 20001「 1と 有志の寄付によつています。今年度分はすでに多数

の方からお振 り込みいただい 'Iい ますが、11月 末現在99年度分の納入率はまだ約70%

す。未納の方には、今回も辰り込み用紙を同封してご請求申し上げますので、ぜひ

めに納入をお願いいたしま夕。 2年度分以上未納の方にはその旨を振 り込み用紙に

ご案内してあります。入れ違 iヽ に納入済みの場合はお許 しください。なお有志各位

付金も大歓迎です。

【資料】下記の案内が届いています 申し込み用紙ご入用の方は事務局にご一報ください。

第二届中文蒔比教学国際研封会通知 (第一号)

THE  llND   INTERNAT10NAL  CONFERENCE

ON  NEW  TECHNOLOli[ES  IN  TEACHING  AND  LEARNINC  CHINESE

由北京大学、北京悟言文化大 ::を 、北京新亜研修学院、美国加州中国語吉教学研究中心、声西師

疱大学駄合主か、声西師疱大学承か、中国対外浜活教学学会和中国中文信息処理学会支持的第二届

中文屯化教学国隊研付会,似干 2り 、,0年 12月 23日 至 12月 25日 在中国民景旅滸和房史文化名城桂

林市召汗。(第一届会洪是千 1995'114月 28日 至 4月 30日 在美国旧金山召汗的 )

本届国隊研付会的洪題是 :

①音像技木在中文教学中的ワ|ブ

`崎
序用:②「

:戦撃↑g裏毒毅革専懲鷲18鏡展L9裏鯛蓑
鳳技木在中文教学中的研究与皮月::④中小学屯牛

活水平i「算自測研究:③其他 .

欧迎投冗光lh会洪,井清准各 il〕 文.発文一式三分,統一用 16K抵、五号字打印,篇幅不超述 5

頁。清子 2000年 5月 31日前格者it稿 由F寄以下任何一介会洪稔文汗市点.

1、 北京活吉文化大学活吉信 `ii赴理研究所  ]K普教授

地址:北京市海淀区学院
'li 15号

 山F政編硼:100083

2、 活兆明教授 ,Chincsc L● gungc EducatiOn & Rcscach Ccnter

510 Brondway,Slite 301:Ⅳllllbrnc,CA 94030,UoS.A

3、 Profo Tianwci Xic,Dcpt。 ('「  Chincsc & Japancsc,Un� crsity of

Davis,CA 95616                ・

与会回執清干 2000年 7月 2り |]前寄会洪秘13姓。

会洪秘弔姓朕系地址 :中 国「 |「口桂林市王城 1号

咲系人:島峙 軍堅庭 屯i再 :0773‐ 2816350

E‐ mall:gxnu@publiC・ gipttogI_Cn

California,

牧到回払后会洪秘事姓格友第二号iTu知 .

声西師池大学国隊交流姓 胸5政縮硼:541001

il国 大会を明春

1、 長と非常勤の

'、

力・ 印刷まで

卜んの手で、そ

して一切の雑務は島田さん

諸々の不行き届きはお許 し

ヮープロも酷使に耐え切れ

ためへ今号は紙面が少 し変

姓

という次第です。

ください。専用の

ず壊れて しまった

わりました。

第二届「

◆◆◆7舌動ニュース◆◆◆ 2回 目の

3月 開催と決めたが、事務局は

島田幹事だけ。会報は原稿か ら

会長の手で、発送は会長と島日|

′ グ F〃■・雹言書毒気庁″房r r_― ューズンターノメ7′デ


